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　本稿は東洋大学アジア文化研究所が主催した「能海寛生誕150年記念─哲学館からチベットへ」
のパネルデスッカションにパネリストとして参加し，若干の報告を行ったため，さらにその概要を
ここに発表するものである。発表は USB を使用したため，最初に各コマのテーマ順を一覧してお
きたい。
（ 1 ）生来の仏教徒，（ 2 ）反省会入会・英文会（E.C.S）立ち上げ，（ 3 ）口代わりに見る能海の宗
教的信条，（ 4 ）チベット仏教典への関心，（ 5 - 1 ）『世界に於ける仏教徒』目次，（ 5 - 2 ）『世界
に於ける仏教徒』の宗教観，（ 5 - 2 ）（承前）新仏教徒中西牛郎『宗教革命論』（明治22年 2 月刊），
（ 5 - 3 ）『世界に於ける仏教徒』の宗教論，（ 5 - 4 ）2009（平成21）年能海寛著作集全17 冊と別巻 1
冊が完成　能海寛についての新研究が始まった。（ 6 ）能海寛提唱の一統教宗，（ 6 - 2 - 1 ）一統教
（教則）「著作集」第 5 巻所収，（ 6 - 2 - 2 ）中乗の原理　附能海一統教の支援組織等　及び能海原
案作成浄蓮寺規約10条，波佐教会規約 8 条，（ 6 - 2 - 3 ）能海寛『在渝日記』にみる五言詩連作の
意味するもの，（ 6 - 3 ）白須浄真氏指摘―能海五言詩は経典に依拠する，（ 7 ）能海と真俗二諦説
受容。
　以上は能海の宗教的観念に基づくどのように顕著な行動があったかを項目的に挙げたまでである
が，明治34年，チベットにおいて消息不明になるまでに，能海の行動は当時の日本仏教界において
も注目される顕著な行動が見られたのである。個条書き的に順序を追うこととする。
１ ．英語による仏教典翻訳
　能海が当時の中・高級教育を受けようとした時代は，世界的に見れば圧倒的に英語使用人口が多
数を占める。能海はこの状況を利用して，先ず仏教典を英語訳する。この英語訳された仏教典を以
て第一に欧米に布教する。英語はさらに他言語に翻訳され易く，これを利用して欧米以外にも仏教
を布教できる。能海は日本で仏典の英語翻訳をするためには，組織的活動が必要であると考え，ま
ずは現在在学中の普通教校内に設けられた反省会会員を核にして，明治21年10月，自ら英文会（E・
C・S）を立ち上げ，毎週日曜日ごとに英語雑誌『NEW BUDDHIST』（新仏教徒）を発行，会員は
47名，31号までは能海が直接関わったという。ただし，仏典の翻訳には専門家の組織的活動と養成
が必要とみて，この後，機会あるごとに具体的な学校創設案を書き残している。しかも，校長には
南条文雄，また場所は郷里島根県那賀郡波佐，自坊浄蓮寺境内が相応しいとまで考えを進め，この
ことが，聖地巡礼，地理学・地学・人類学などを好む能海が探検を通してチベット到達を望むよう
になる一因でもあったと思われる。
２ ．能海のチベット行と学校
　能海は，明治19年10月，普通教校西寮で同室となった蚊野僊次郎に，将来の学問的態度を表明し，
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非常な感激を与えたと言われる。その主要な発言は，先ず先に，中国語仏典の英語翻訳による西欧
布教を唱えたのではなかったか。次いで，その手段として，当時釈迦直伝の経典はチベットに有り
とする西欧学者らの意見を採り上げ，蚊野の前で，日本人ができるだけ早くチベットに行く必要が
あるとも述べたのではなかったか。上述のように能海は同じ10月に『NEW BUDDHIST』を発刊
させている。ただし，南条文雄が明治17年帰国して，チベット行の必要を青年に強調していた事も
あり，一方，能海は普通教校内に発足していた反省会に加入し，欧米仏教界のアジアにおける情報
に加えて，仏教原典が却ってチベットにあるとの情報も知り得ていたと思われる。
　能海が京都，東京と大学クラスの進学を望む背景には，第一の望みは仏教典の英語翻訳であり，
これは一個人の事業では到底無理であるから，学校を作り組織的な行動が必要との思いが色濃く
なっていく。すでに能海の伝記中では世間に知られていた事であろうが，明治22年12月17日，能海
と友人西依，松島の 3 人は京都から東京に出る。すでに能海は京都で大学林高等科進学を望みなが
ら，学資不足で郷里に帰っていたが，檀家衆の計らいで 4 年半の修学費は「後継住職」となる約束
の下 270円の学資を受け京都に戻る。しかし能海は自分の目的とする就学は 6 年半と踏んでおり 4
年半後は本山からの，若しくは本人自身の力での高等教育（あるいはチベット行往復か）を望んで
おり，それが東京への転学を実施した理由となる。但し能海の上京は福沢の慶應か，井上の哲学館
かで選択の悩みを抱える。ここから暫くは能海の『春秋日記』（著作集第 3 巻所収）の抜粋による。
明治23年 1 月13日，能海は慶應義塾へ願書と履歴書を提出，同18日受験となったが，その直前， 1
月12日，能海が当面論じたい項目を次のように挙げる。記述の順に書きだしてみる。
　（故普通校，新文学寮，反省会，伝導会，海外宣教会，亜細亜の宝珠，西本願寺，東本願寺，将
来の仏教，真宗，英文会，新仏教徒論）などで，それぞれの本論を聞きたいところであるが，それ
にしてもチベット・西蔵に関わる項目は一つとして無かった。その上，翌18日の試験では，本科＝
大学ではなく，予科 3 番の 2 合格であった。直ちに再試験を申し出るも許されなかったという。能
海の入学決意は暫くの時間をおくことになる。
　 1 月21日　10円父より受く。同28日には「英文を以て主義とすべし，否方便とすべし」と書きつ
つ，同29日には ,「Wisdom and Mercy, No.1st を作り英文を作り主義を述せんとす」とあり，同30
日に「 6 時頃予は独り段々考え，実業も盛んになるに､ 又必要なるに，金のみ使うて，長々勉強し
て末へ望みなきかな。一層哲学館に入り，来年 8 月卒業して，よければ福沢の大学に入りやめれば
返る。又哲の方なれば金あり仏友も出来，種々よし。是福塾も大学に入る目的なるに何ぞ予に望み
なし。予はこれに入るに只一寸位置のみ得たきなり。年限もおよそ 5 ， 6 年は必定なれば，奉とか
酒生の様な気になればよけれども，夫れでなりても平山？（ 1 字不詳）に竹下ても考えたらば年限
は短かきとも，左様な訳にはゆかず井上（哲学館）にゆけば兄にはよし，内へも。但し朋友の哲館
を悪く云か悪なりは嗚呼　東京へ来るとてはや二ヶ月遊びしか，おしおし・・明日井上に逢うべし」
と哲学館に対する微妙な表現があるが， 1 月31日，早朝からの考えで，「将来の方針のみ一考して，
案出するは，決して哲館に入るべからず。やはり福の大学を卒業すべし，竹下，平山にたいしても
文学寮に対しても又将来の目的に付けても， 6 年には充分卒業すべし。何ぞ小生案じて哲館に入る
の考え出せしや，今後満 4 年は郷より資本出す約束，后 2 年は本山に仰ぐのみ。つとめよやつとめ
よや。その為には予科にてもよろし。正科に入るべし，来月はその決心なり」（と東京には早く出
過ぎたか，京都で勉学して準備すれば良かったと反省の弁を表している）。結局，慶應義塾予科に
は23年 2 月 3 日，予科 2 番の 1 に入学する手続きと月謝を納めて午前からの授業に出席している。
　23年 2 月には，「 9 日　 1 年予備，3 年の大学如何　10日　予，学成就の上は仏教大学校を設立し，
諸業合同して南条君をば校長に命じ，文学科をおく。撰科を置きて仏学専門と為す。生徒は僧俗を
選ばず，資本は本山及び信徒となす。（中略）南条君文学寮長（あるいは生か）に塾にて逢う。　
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18日　大いに私立大教校を我が郷に設立したき存念起こる。處は薬師山の南なり。普通科　高等科　
別科等学生も」とあり，君と呼ぶは慶應の定めで有り，チベット取経の必要を勧める南条先生の意
見をここでも確認しているが，能海自身としては，正しい経典の英語訳を至上の技との考えが未だ
優先されていた。能海がこの先，哲学館内でチベット探検の必要を説き，ついには能海自身が直接
チベット行を表明するのは，嘗て京都で反省会，あるいは海外宣教会運動に携わっていて，率先し
て中国に渡り，これを足場にチベットへと計画していながら，能海に先だって印度等に渡り，機を
見て，チベットを目指そうとするも，病死，あるいは当時の印度におけるイギリスの進出などの国
際情勢に躊躇する者らにより，能海が行かざるを得なくなったのであるが，これを後押ししたのは
哲学館で教鞭を取った（博言学の）南條先生の力が大きかったであろう。将に，「哲学館からチベッ
トへ」であったのである。ここでもう一つ，能海が『春秋日記』に漏らした郷土についての思いを
抜き出してみよう。それは，明治23年 2 月16日，冬の天候に下宿の寒さがしみこむ中である。
　鬱雨降りて甚だ鬱。暮れ，郷の里に帰るの志甚だ盛んにしてさびしやとの心起こる（中略）今
日は父死亡の日なり。嗚呼，早く帰りて母上に安心と楽，祖母上，兄上，御楽させ，喜ばせたや。
その他皆，内外の人々を喜ばせたきこそ，小生の存念なり。
　この能海の考えは，明治26年 7 月郷里に帰って，早速手を付けた波佐倶楽部立ち上げにも通じる
のである。以下紙数の関係で，主な事項に絞って特徴を記録しておきたい。なお能海のチベット探
検第 3 次出立までについて，アジア文化研究所各年度研究年報あるいは能海寛研究会報『石峰』掲
載の拙稿等を参照されたい。
３ ．口代（口がわり）に見る能海の宗教的信条
　能海寛は明治26年 7 月，哲学館での高等科上級の学習を終え，一先ず帰郷して，率先して法務に
携わっていたが，明治27年 1 月31日　能海は遂に父謙信及び兄法言に対し，単独でチベット探検行
実施を決めたことと是までの経過を話し，資金は本山に仰ぐことなどを話し，許しと協力を得たい
と訴えた。ただし，明治27年の日清戦争勃発により，その実現は明治31年11月まで延ばされるので
ある。一方これとは別に，能海は万一のこととして27年 1 月 3 日口代（くちがわり）を用意してい
た。一つの遺書代わりであるが，なお能海は同年 2 月27日，自分の髪の一束もこれにそえていた。
これは場合によりそっと旅立ちしなければならなかった事も想定しての密やかな準備であるが，そ
の一部をかいつまんで記しておこう。
1 　 西蔵国探検の必要は拙著中（『世界に於ける仏教徒』をさす）に大略論ずるが如し。依って
これを略す。而して，予は，その蔵国探検を思い立ち候につき，為に意を書に顕すべし。
2 　 予（のチベット行）は全く名利の為にあらず。愛国護法の精神よりして，この決心を為す。
由て，一つは国家の為にして，一つは仏法の為なり。この二大義務は成年にあらずしては，
容易に成し得られず。由て，通じて国の為，法の為に為す。予の一生中の業は，只，この一
事にして，その後に於けるは，一地方，一区域に限る国のため，法の為に尽力致す考えなり。
　この第 2 項は，この文中でも見てきた地元での学校建設の希望，あるいは別に記す波佐倶楽部設
立の考えにも通ずるものがあると言えよう。
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４ ．「世界に於ける仏教徒」に見る幾つかの能海の時代認識および宗教論
1 　 （第 1 章における）欧米唯一の宗教は基督教である。しかし，基督教は哲学に反し，今日殆
ど偏波，浅近にして政略の手段となり，宗教革命の時期に至っている。これに対し，呂宗島
米国領事ラッセルウエップ氏は，「また一統宗教は純血なる仏教なり」という。・・東洋にお
いては旧仏教徒に対して・・新仏教徒出でて，初めて，この宗教大革命の波乱を鎮め宇内一
統宗教の大業を成就することを得るべし。今日の要は，ただ新仏教徒の勃興これのみ。
2 　 （第 2 章新仏教徒）西洋宗教界多端に対し，東洋もまた多端である。東洋五億の仏教徒も耶
蘇教の外敵侵入に対し，これまで空しく安臥していたが，今や仏教の真価を宇内に輝かす時
である。
3 　 （宗教論）（第 3 章　宗教学上の仏教）宗教上の諸問題はいろいろに分別研究すべき事が多く
ある。但し，仏教と哲学は混同してはならない。仏教は，宗教は宗教にしても信仰を持って
本旨とし，哲学は懐疑的なり。仏教，固より懐疑的研究を要すといえども仏教の目的は懐疑
にあらず。経験推理を以て足れりとはせず。吾人心臓の安心立命伝命開悟の信仰にあれば超
理的絶対のものなり。［能海は同時に宗教には道徳（戒律）が必要と論じている。］
５ ．真俗二諦論
　能海の宗教（仏教）論は自ら僧侶でも有り，幼年次からの徹底した教育を受けていた関係で，教
理に関する深い知識を背景に行動を取ることが出来ていた。しかも，太谷派に属しながら，普通教
校という西本願寺派の人材との交流も深いものがあり，明治維新後の本願寺運営に広如上人が門是
とした真俗二諦論を堂々と取り入れ郷土の寺院安定，門徒の団結と相互扶助にも応用していたので
ある。［拙著『長江物語』第 4 章「能海寛渡清日記（抄）」大修館書店1999年 6 月刊，248〜250頁参
照］［この項は能海が企画した波佐倶楽部の開設とともに別に稿を改め提示する予定である。］
  （客員研究員）
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